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◎ 業界イベント 初の業界就職フェア 東管機商 設備展で説明
会開催／151社365小間出展決定／グループパワーで目標達
成へ 小泉 創立79周年記念式典で結束／寄り添う最高のパート
ナーへ 岡本 創立80周年記念感謝の会 ◎ トピックス 市区町
村長が結束 インフラメンテナンス全国大会／管路マネジメン
トで提言案 国交省検討委 安全性確保を最優先に推進／春の
叙勲受賞者／山崎全管連理事ら旭双の栄誉 水野全管連理事に
晴れの黄綬褒章　◎｢リーディングテナント行動方針｣に賛同
したテナント向けのロゴマークの公表等について　◎ICT建設
機械等認定制度を拡充します　◎～i-Construction2.0 建設現
場のオートメーション化に向けた取組を推進～　◎災害時に
おける地下水等活用の促進に向けて～｢災害時地下水利用ガイ
ドライン｣を公表～　◎｢分野横断的技術政策ワーキンググルー
プとりまとめ｣の公表について～国による技術開発・社会実
装の牽引と人材の気概を引き出す戦略的投資～　◎｢ブルー
カーボンを活用！令和の里海づくりに向けた藻場・干潟の保
全・再生の評価の手引き｣の公表について　◎建設業許可業
者数調査の結果について－建設業許可業者の現況(令和７年
３月末現在)－　◎令和７年｢STOP！熱中症 クールワークキ
ャンペーン｣を実施します　◎保全への取組状況が良好な庁
舎等の割合は高水準を維持 ｢国家機関の建築物等の保全の現
況｣を公表  ◎ Photoエッセイ 上司…余湖 典昭　◎ 明日への
道標 独立と自由ほど尊いものはない―ホー・チ・ミンのベトナ
ム ―…高倉克也　◎ 東京見て歩き(137) 八王子の絹の道、鑓
水を訪ねて…坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ狂
歌集(74)平成一人百首｢組合交渉｣その２(全６)…野平大魚◎
建築着工統計[2025年３月]

◎トピックス 経営基盤の強化を 上下水道の老朽化対策推進
／ストック社会の住宅を展望 住生活基本計画の見直しへ／情
報共有の強化へ 下水道管の全国特別重点調査／実施中期計画
など素案示す 上下水道の耐震化加速／設備・住宅の登録促進 
CCUS運営協議会が総会／上下水道一体で機能確保を 下水道
BCPマニュアル改訂へ　◎水循環に関するパネル・映像展示
セット｢めぐる水を考えよう！｣　◎｢i-Construction 2.0｣の2025
年度の取組予定をまとめました～建設現場のオートメーション化
による省人化(生産性向上)～　◎令和５年度における浄化槽
の設置状況等について　◎令和７年度国土交通省所管事業の
執行に関する通達について～適正かつ円滑な事業の執行を図
るための留意事項～　◎公共事業労務費調査における社会保
険加入状況調査結果を公表します～加入割合は企業単位で 
99.0％、労働者単位で95％～　◎主要課題の対応方針及びバリ
アフリー法に基づく基本方針における第４次目標の中間とり
まとめを公表します！　◎令和５年に東京ドーム３個分の屋
上緑化が創出～全国屋上・壁面緑化施工実績調査の結果～　
◎ 業界イベント 都民が頼れるパートナーへ東管メンテナンスセ
ンター新規・更新講習会開く　◎ PRESS RELEASE 下水疫
学調査の新たな可能性：医療機関でのCOVID-19 感染対
策評価への応用―医療機関内の感染制御対策への下水疫学
データの活用に期待―  ◎ Photoエッセイ 同窓会…余湖 典昭
◎ 明日への道標 愚直に道義を重んずる―中島董一郎とキユー
ピ ―…高倉克也　◎ 東京見て歩き(136) 漫画｢こち亀｣の東京
都葛飾区亀有…坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパロディ
狂歌集(73)平成一人百首｢組合交渉｣その１(全６)…野平大魚
◎建築着工統計[2025年２月]

　広島市で生まれ育った元陸上選手の為末大の
祖母は被爆者だった。被爆80年のインタビュー
で彼は「原爆を体験した広島はいくら平和ボケと
言われようと『争ってもいいことはないじゃない
ですか』と言い続けるべきです」と語っている。
そしてスポーツには国という枠組みを超えた対話
を生み、分断と対立を止める力があるという。
　イスラエルに続いてアメリカがイランの核施
設を爆撃した。ロシアによるウクライナの原発攻
撃が甦る。インドとパキスタンの軍事衝突も再発
した。イスラエル、アメリカ、ロシア、インド、
パキスタンはいずれも核保有国だ。深刻な放射能
汚染を引き起こさないという保証は何もない。
　核保有国は核兵器による他国への威嚇が戦争
を抑止すると謳っている。だが核兵器には核兵器
で対抗するという核開発競争に拍車をかけている
のが実情だ。国際法を無視し、核開発阻止を大義
名分として仕掛けられたイランへの先制攻撃は核
抑止論の破綻を物語っているとわたしは思う。
　アメリカの国際政治学者ジョセフ・ナイは軍事
力や経済力などのハード・パワーではなく文化や
理念などのソフト・パワーによる外交を提唱した。
スポーツを平和に活かす試みはソフト・パワーの
発現といっていい。「国対抗ではなく、国籍と関係
ないチームをつくる大会ができないか」と考えて
いる為末にわたしは共感する。たとえば世界中の
人々がくじ引きでチームに分かれ、広島から長崎
まで競争する。勝者なき核戦争ではなく全世界が
勝利する祝福のレースになるだろう　　 （高倉)


